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序     文 
 

日本国政府は、ボスニア・ヘルツェゴビナ国政府の要請に基づき、ボスニア・ヘルツェ

ゴビナ連邦教育科学省、スルプスカ共和国教育文化省を実施主体とする技術協力プロジェ

クト、「IT 教育近代化」を実施することを決定し、独立行政法人国際協力機構がこのプロジ

ェクトを実施することといたしました。 

 

当機構は本格的な協力の開始に先立ち、本件協力を円滑かつ効果的に進めるため、平成

20年 2月 6日から平成20年 2月 22日まで17日間にわたり事前評価調査団を現地に派遣し

ました。 

 

調査団は本件の背景を確認するとともに、ボスニア・ヘルツェゴビナ国政府の意向を確

認し、かつ現地調査の結果を踏まえ、本格協力に関する協議議事録（M/M）に署名しました。 

 

本報告書は、今回の調査結果を取りまとめるとともに、引き続き実施を予定している本

格協力に資するためのものです。 

 

終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 20 年 9 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

経済基盤開発部長 黒柳 俊之 
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第 1 章 事前評価調査の概要 

1-1.調査団派遣の経緯 

1995 年の和平後 13年を迎えるボスニア・ヘルツェゴビナ（以下 BiH）だが、教育システ

ム、カリキュラム、教科書等は民族毎に別のものが使われており、戦争の影響は未だ色濃

い。国際社会は BiH が EU 加盟を目指すためには、国民の一体感を醸成し、共に発展を目指

すことが必然と認識し、そのためにも教育改革が急務と捉えている。 

BiH の教育改革の推進役を勤める欧州安全保障協力機構（OSCE）は 2002 年に教育統合に

着手し始め、2003 年には初・中等教育枠組法が採択され、民族間で対立が起こりにくい核

の部分から統合を進める「共通コア・カリキュラム」の導入が決定された。 

我が国は人間の安全保障の観点からも OSCE の呼びかけに応え、IT教育分野での共通カリ

キュラムの導入を促すため、「モスタル高校 IT教育近代化プロジェクト」を実施中である。

その中で、現地語化するなど、現地に適した形へ変更した日本の高校 1年生向け ITカリキ

ュラムが試験的に同校に導入され、ボスニアック系、クロアッツ系の生徒が共通カリキュ

ラムで共に学ぶ IT授業の実施を促している。今後、同カリキュラムを BiH（FBiH、RS 双方）

の他のギムナジウム（普通科高校）へも拡大し、難航する BiH の教育改革における IT 教育

分野での共通カリキュラムの導入及び定着を促すことが期待されている。と同時に、IT 教

育分野での協働の経験が触媒となり、他教科での共通カリキュラムの導入が促されること

が期待される。 

今般、平成 19 年度追加採択案件として「ボスニア・ヘルツェゴビナ IT 教育近代化プロ

ジェクト」が外務省による採択を受けたため、JICA は事前評価調査団の派遣を決定した。 

 

1-2．調査の目的、主要調査・協議項目 

本プロジェクトの協力内容・範囲及び実施体制等を確認し、現地踏査及び情報収集を行

う。その上で協力方針･手法の検討を行い、結果を M/M として取り纏め、署名を行う。 

 

1-2-1．国内調査 

（1）関連情報、資料の収集、整理 

（2）M/M 案の検討 

1-2-2．現地調査 

（1）要請背景、内容の確認 

（2）先方政府の意向確認（実施体制、事業実施方針等） 

   FBiH 教育科学省、RS 教育文化省のプロジェクト実施体制の確認、プロジェクト実

施効果と目標･成果･活動内容の協議、BiH 側と日本側の投入内容・負担事項内容の確

認等を行う。 

（3）プロジェクトサイトの確認 

   プロジェクト対象校数・場所、IT 関連機材の状況、教員からの意見聴取等を行う。 

（4）既存資料、情報の収集（関連計画、関連施設、関連機関の能力等） 

（5）評価 5項目による事前評価結果取り纏め 
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1-3．団員構成・調査日程 

1-3-1．団員構成 

団長／総括：井出 博之 JICA 国際協力専門員 
平和構築：橋本 敬市 JICA 国際協力専門員 

調査企画：後藤 隆寛 JICA 社会開発部運輸交通・情報通信第二チーム 

 

1-3-2．調査日程 

活動内容 月日（曜日） 時

間 井出博之 

（団長/総括） 

橋本敬市 

（平和構築） 

後藤隆寛 

（調査企画） 

2 月 6 日(水)  日本→ウィーン 

ウィーン（OS759）→サラエヴォ（21:20） 

AM 10:00 OSCE サラエヴォ 

11:00 ボスニア・ヘルツェゴビナ国日本大使館 

2 月７日(木) 

PM 16:00 ボスニア・ヘルツェゴビナ国外務省 

移動（サラエヴォ→モスタル） 

2 月 8 日(金) AM 9:00 モスタル高校 

11:00 カントン 7 教育省 

11:45 FBiH 教育省 

2 月 9 日(土)  団内ミーティング 

2月 10日(日)  団内ミーティング 

AM 9:30 OSCE モスタル 

11:00 FBiH 教育省 

2 月 11 日(月) 

PM 14:00 カントン 7 教育研究所 

移動（モスタル→バニャルカ） 

AM 9:15 RS 教育省 2月 12日(火) 

PM 16:00 ボスニア・ヘルツェゴビナ国外務省 

移動（バニャルカ→サラエヴォ） 

AM 10:30 ボスニア・ヘルツェゴビナ国日本大使館 2月 13日(水) 

PM  移動（サラエヴォ→バジナバスタ） 

AM 移動（サラエヴォ→バニャルカ） サラエヴォ→ベオグラード 2月 14日(木) 

PM バニャルカ・ギムナジウム訪問、インタビ

ュー 

14:15 JICA バルカン事務所 

15:00 セルビア国日本大使館 

2月 15日(金)  IT セミナー準備（バニャルカ・ギムナジウ

ム） 

ベオグラード（OS772 8:20）発 

ベオグラード→日本 

2月 16日(土)  IT セミナー（バニャルカ・ギムナジウム）  

2月 17日(日)  IT セミナー（バニャルカ・ギムナジウム）  

2月 18日(月)  Novi Grad、Prijedor ギムナジウム訪問、

インタビュー 
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2月 19日(火)  Doboj、Bijeljina ギムナジウム訪問、イン

タビュー 

 

2月 20日(水)  Trebinje ギムナジウム訪問、インタビュー  

2 月 21 日

（木） 

 モスタル・ギムナジウム訪問、インタビュ

ー 

移動（モスタル→サラエヴォ） 

 

2月 22日(金)  サラエヴォ（TK426 14:00）→イスタンブ

ール（16:45） 

イスタンブール→日本 

 

 

1-4．主要面談者 

1.  OSCE(欧州安全保障協力機構) 

 Name Title / Position 

1 Mr. Claude Kieffer Director of Education 

2 Ms. Tatjana Ostojic Information and Reporting 

officer, Education 

Department 

 

2.  在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 Name Title / Position 

1 罍 二夫 臨時代理大使 

2 上田 晋 参事官 

3 荒牧 拓 一等書記官 

 

3. MOFA(ボスニア・ヘルツェゴビナ国外務省) 

 Name Title / Position 

1 Mr. Sefik FADZAN Minister-Counselor, Head 

of Unit for  Multilateral 

Economic Relations and 

Reconstruction in the 

Sector for Multilateral 

Relations 

2 Ms. Alma VRAZALICA Second Secretary, 

Department Multilateral 

Economic Relations and 

Reconstruction in the 

Sector for Multilateral 

Relations 
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4. モスタル高校 

 Name Title / Position 

1 Ms. Ankica COVIC School Head of Mostar 

Gymnasium 

 

 

5．カントン 7教育省 

 Name Title / Position 

1 Mr. Enes HASANAGIC Advisor to the Head of 

Institute 

2 Mr. Niksa MATIJIC Secretary 

3 Ms. Emina JUSUFBEGOVIC Secretary 

 

6．FBiH 教育省 

 Name Title / Position 

1 Mr. Zenan SABANAC Advisor to the Minister 

2 Mr. Adnan ZEKOVIC Secretary of Ministry 

 

7．OSCE モスタル 

 Name Title / Position 

1 Ms. Sanja ARAPOVIC Education Officer Mostar 

 

8. カントン 7教育研究所 

 Name Title / Position 

1 Mr. Jago MUSA Head of Institute 

 

9. RS 教育省 

 Name Title / Position 

1 Ms. Danica KAUNIC Head of Department, 

Secondary Education, MOE RS

2 Mr. Milenko ZIVANIC IT Teacher 

 

1-5．団長所感  

本調査においては、ステークホルダーの多さと、その複雑な利害関係が非常に印象に残

った。連邦政府とスルプスカ共和国政府連名の要請が初めてであったこともあるが、M/M の

現地語化、署名者の選定などについては、JICA にも経験の蓄積がなく、署名実現に当たっ

ては、ローカルコンサルタントの調整能力やコミュニケーション能力に負うところが大で

あった。 

一方、IT 教育の面では、今時調査時に並行して開催された IT 教員セミナーを見る限り、

講師も、IT 教員も、日本式の高校レベル IT 授業を実施するための十分な IT 基礎知識を持
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っていると考えて良い。よって、日本式の教員用教科書や生徒用教科書の提供、及び本邦

研修の実施程度で、現地人材による日本式 IT 授業は実施可能であり、日本から IT 関連専

門家を派遣して技術移転を行う必要性は感じられなかった。 

以上のような日本人には理解しにくい複雑な国内事情と、比較的高い IT スキルを持って

いる現地人材の存在を考えると、JICA がアジアやアフリカで行っているような、本邦専門

家が主体となってプロジェクトを進めていくという従来の方式は必ずしも同国では最善で

はない可能性がある。むしろ、現地事情に詳しい信頼出来るローカルコンサルタントに、

本邦専門家と同様の責任と権限を持たせてプロジェクトを任せ、JICA は、ロジ的な支援、

及び大局的な見地から、活動がプロジェクト目標から外れていないかモニターするといっ

た方法で、充分成功裏にプロジェクトを実施し得るのではないかという印象を持った。 

なお、上記の様にローカルコンサルタントを中心的な投入とする場合、日本人長期専門

家がいる通常の案件以上に、JICA 側案件担当者と、ローカルコンサルタントの密な意思疎

通は欠かせない。在外主管、本部主管を問わず、本部と在外事務所の担当範囲と責任を明

確にし、関係者全員で合意出来るしっかりとしたプロジェクト実施体制を築くことは必須

と考える。 
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第 2 章 プロジェクト実施の背景 

2-1．当該国における教育統合の意義と現状 

BiH では 1995 年 12 月の紛争終結後、デイトン和平合意に含まれた新憲法に基づいて国家

建設を進めてきたが、その最大の特徴は高度な地方分権化である。特に教育分野ではこの

傾向が顕著であり、現在でも中央政府レベルには学校教育を総括する教育省が存在せず、

RS ではエンティティ1教育省、連邦では各県の教育省が高等学校までの教育行政全般に関す

る権限を独占している。 

連邦にもエンティティ・レベルの教育省は存在するが、県レベルで行われている行政の

調整役としての機能を有しているにすぎず、カリキュラムの選定を含む一切の実質的権限

は県教育省の専管事項となっている。さらに連邦 10 県のうち、クロアチア系住民の多い 5

県（ネレトバ、西ヘルツェゴビナ、リヴノ、中央ボスニア、ポサヴィナ）では、隣国のク

ロアチア共和国の教育制度に合わせて、初等教育 8 年制（ムスリム、クロアチア人共存地

域では民族毎に別の制度を使用）を採用しており、ムスリム系が多数派である他の 5県（サ

ラエヴォ、ウナ・サナ、ゴラジュデ、ゼニツァ・ドボイ、トゥズラ）の 9 年制との並存状

態が継続している。このため、中等教育に至る際の学力に相違が存在し、統合を阻害する

要因となっている。 

構成民族が統合に反対する最大の理由は、「教育統合が自民族文化の消滅（他民族文化へ

の同化）につながる」というものであり、特に 3 民族の中で人口最少のクロアチア人が最

も強い抵抗を示してきたが、基本的に民族主義的政治家のプロパガンダとして利用されて

きたという側面が強く、国内選挙や周辺国での政治的動向に左右されることが多い。 

民族別の教育カリキュラムでは、特に歴史や地理（領土の確定）などにおいて民族の利

害をそのまま反映した記述が多いことから、BiH の民主化・経済開発を支援する国際社会は、

「こうした民族別教育が民族間対立を助長し、紛争再発につながる」との認識から、2002

年、教育統合を支援する方針を決定している。 

 

2-2．これまでの経緯と他ドナーの支援状況 

 上記のような状況を背景に 2002 年、欧州安全保障協力機構（OSCE）が教育改革を主導す

る意向を表明。2003 年には OSCE のバックアップにより、初・中等教育枠組法が採択され、

民族間で教育内容についての意見対立が起こりにくい核の部分から統合を進める「共通コ

ア・カリキュラム」導入が決まった。 

BiH 全土で統合プロセスが難航する中、2003 年 8 月、紛争終結後もムスリムとクロアチ

ア人の対立が続いていたモスタルにおいて、ギムナジウムが法的・行政的に統合されるこ

とが決まり、単一の教育機関として再構築された。2004 年 9 月には、両民族が同校校舎の

共同使用を再開。これに合わせて、OSCE は各ドナーに同ギムナジウムの修復を要請した。

各ドナーの支援状況は、ドイツ（連邦政府 15 万 KM2、シュトゥットガルト市 15 万 KM の計

30 万 KM。BiH 連邦が拠出した 10 万 KM と合わせて 1階部分修復）、ノルウェー（35 万 KM で

                                                   
1 中央政府の下にボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（FBiH：Federacije Bosne i Hercegovine）及びスルプ

スカ共和国（RS：Republika Srpska）という 2 つのエンティティから構成されている。 
2 1KM＝約 82 円（2008 年 2 月末現在） 
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生物、化学、物理の 3 ラボ修復）、スペイン（45万 KM で地上階及びエントランス修復）、米

国（教育統合という名目で使途を指定せず 10 万 KM 拠出）等となっている。わが国は大使

館の草の根無償支援（コンピューター供与）に合わせて、教育統合を目指した技術協力プ

ロジェクトを実施してきた。 

同校では、これらドナーの支援により両民族の生徒が共同で使用する物理的空間は整備

されつつあるが、依然として生徒たちは民族別の教室で、別々のカリキュラムを使用して

学習するという「Two Schools under One Roof」状態が続いている（JICA 先行プロジェク

トの枠内で、IT の授業のみがパイロットとして正規カリキュラムとして合同授業を開始。

その後、仏語などの授業でも合同実施の試みが始まり、JICA プロジェクトの正のインパク

トが出始めている）。 

BiH 全土においては、このように複数の民族が校舎を共用している例が、中央ボスニアや

ブルチュコ特別区などにも見られるが、ソフト面での統合は全く進んでおらず、OSCE によ

ると、2007 年以降はドボイなどで、校舎を再度別々に戻す学校が見られる等、統合に逆行

する動きも見られている。 
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第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1．協力の概要 

BiH 国政府は 2002 年以降、教育統合を進める方針を堅持しているものの、現時点では、

主に政治的な理由から、どの科目も統合には至っていない。この状況を打破するため、本

プロジェクトでは、民族的な差異が無いと考えられる Secondary School の IT 科目に焦点

を当て、3民族共通の ITカリキュラム開発を目指す。具体的には、日本の高等学校の ITカ

リキュラム（情報 A,B,C）をベースとした同国の共通 IT カリキュラムを 3 エンティティの

IT 教育関係者とともに作成し、全国の Secondary School から選定したパイロット校でそれ

を用いた正規 IT 授業を実施する。その後さらに、パイロット校で用いた IT カリキュラム

を、パイロット校以外でも利用出来る公式なものとすべく、関連諸機関に働きかける。 

これにより、同国で初めてとなる 3 エンティティ共通の正規授業実施の実績を作り、他

の科目の統合促進、ひいては、民族融和促進の一助となることが期待出来る。 

なお、本プロジェクトは、3 エンティティの IT 教育関係の代表者が、合同で統一教科書

をつくり、かつそれが公式なものになるまでのプロセスを示すことが主たる目的であり、

IT 教育そのものの技術移転は、従たる位置づけであるということに留意が必要である。本

協力が平和構築分野に分類されているのは、このためである。 

 

3-2．プロジェクトの実施体制 

3-2-1 実施機関 

BiH 国では、各連邦レベルの教育省があり3、RS 側はその下にカリキュラムや教材の選定

を行う教育研究所がある。一方、FBiH 側は、連邦レベルの教育省の下に、カントン（県）

レベルの教育省があり、その下部組織として教育研究所が存在する。この複雑な体制と、

それに起因するステークホルダーの多さが、これまで教育統合が進まなかった一因となっ

ている。よって、本プロジェクトでは、必要最小限の C/P とパイロットプロジェクトを実

施し、その成果をもって、他の多くのステークホルダーに提示していくというアプローチ

を取ることとする。         

この観点から、実施機関を、現存する最上位の機関、すなわち 

Ministry of Education and Science, Federation of BiH 

Ministry of Education and Culture, Republic of Srpska 

の 2 つとする。 

 

                                                   
3 調査時点では、国家レベルの教育庁設置の法律はあるが、設置はまだされていない。 
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3-2-2 実施体制 

プロジェクト実施体制は次の図のようになる。 

連邦教育省 RS共和国教育省

カントン教育省

モスリム側

教育研究所

クロアチア側

教育研究所

教育研究所

カントン内

Pilot校

RS内
Pilot校

連邦には合計で10のカントン（県）があ
り、各カントンに教育省と教育研究所が
ある。なお、教育研究所が２つに分か
れているのは、現在カントン７のみだ

が、カントン８も分裂する可能性が高い

JICAローカルコンサルタ
ント

RS,クロアチア、モスリム
のIT教育担当者（各１～
２名程度を想定）

カリキュラムのPilot利用に
関する評価報告

調整・提案

Pilotカリキュラム利用許可

Pilot用のローカライズした
カリキュラム＆教材

Pilot用のローカライズした
カリキュラム＆教材

サポート

サポート

Pilotカリキュラム
利用許可

調整・提案
カリキュラムの

Pilot利用に関する評価報告

JICAローカルコンサルタントは、適宜、連
邦教育省、RS教育省に進捗を報告する。
両教育省は、ローカルコンサルタントが必
要な情報（例：下部組織のコンタクトパーソ
ンの紹介）の提供などを行う。

  

 

さらに、JCC を設け、原則年一回開催する。BiH 側は、連邦教育省大臣、RS 教育省大臣、

及びカントン教育省の代表がメンバーとなる。ここで言うカントン教育省代表には、カン

トン 8 教育省の大臣が就く予定である。これは、カントン 8 の教育省が、実質的にクロア

チア・エンティティの代表という位置づけになっているためで、連邦教育省からの強い希

望によりメンバーとして加えることとなった。日本側は、長期専門家がいないこともあり、

大使館、JICA 事務所の代表者、及び JICA 調査団が現地に居る場合は、これもメンバーとな

る。さらに、JICA ローカルコンサルタントもオブザーバーとして JCC に参加する。 

なお、上記の実施体制図を見る上で、以下のような点に注意する必要がある。 

（1）RS 教育研究所長は、民族主義傾向を強く持っており教育統合への障害となる可能性が

ある。 

（2）連邦の各カントンには、教育研究所が一つだけ存在するが、カントン 7だけは例外で

ある。物理的に別々の場所にクロアチア側と、ムスリム側の教育研究所があり、クロ

アチア側は、他のカントンも含めたクロアチア・エンティティに属する学校に対して、

調査団作成
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ムスリム側はカントン 7 内のムスリム・エンティティに属する学校に対して指導的役

割を担っている。また、研究所長も別々に存在している。しかしながら、連邦教育省

は、2つに分かれていることを認めておらず、公式な場では、一つの教育研究所である

という立場を取っている。 

（3）上述のように、これまで、カントン 7のクロアチア側教育研究所が全てのカントンの

クロアチア・エンティティに属する学校に対して影響力を持っていた。しかしながら、

近年、クロアチア民族政党が分裂したことに伴い、その影響範囲が狭まっている。カ

ントン 8 にもクロアチア側教育研究所が設立される動きがあり、そうなると、クロア

チア・エンティティの教育研究所は 2 カ所となり、各々の影響範囲も複雑になること

が予想される。 

 

3-3． プロジェクト目標 

「共通 ITコア・カリキュラムの策定・更新を 3民族の教育関係者が協働で行うシステムを

確立する」ことを目標とする。 

 

3-4． 期待される成果と主な活動計画 

3-4-1． 成果 

（1）新 IT カリキュラムの現地化及び更新が FBiH/RS の教育省及び教育研究所の協働のも

と行われる。 

（2）FBiH/RS 両エンティティーのギムナジウムで新 ITカリキュラムが導入され、授業が実

施される。 

（3）新 ITカリキュラムが FBiH/RS 両エンティティーの教育省によって承認される。 

 

3-4-2． 活動計画 

Tentative schedule of implementation(添付資料 2)を参照。 

（1）成果（1）の活動 

1-1.FBiH/RS の IT 教育関係者協働によるカリキュラムの現地化及び内容更新 

1-2.FBiH/RS の IT 教育関係者による近代化カリキュラムの現地への適応 

（2）成果（2）の活動  

2-1.パイロットプロジェクト実施のための調査  

2-2.教育省からパイロットプロジェクト実施の承認取り付け 

2-3.パイロット校の IT教員研修実施  

2-4.パイロットプロジェクトのための教科書の印刷 

2-5.パイロットプロジェクトの実施 

2-6.パイロットプロジェクト進捗のモニタリング及び関係者（教師、生徒）への聞き取

り調査 

2-7.学期毎の評価報告書の作成 

2-8.BiH 全土へのカリキュラム拡大進捗状況モニタリング 

（3）成果（3）の活動  

3-1.FBiH/RS 教育省及び教育研究所からの IT カリキュラムと教科書の承認取り付け促   
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  進 

3-2.BiH で正式に承認された教科書リストに本教科書を包含する活動の促進 

 

3-5． 投入計画 

○ローカルコンサルタント 

本プロジェクトの中核となる投入であり、カリキュラム・教科書のローカライズへの貢

献は元より、プロジェクト運営にかかる全般的なコーディネートを行う。他国の通常の案

件であれば、プロジェクト調整員や短期専門家が果たす役割であるが、 

（1）同国においては、各エンティティの複雑な政治事情が存在し、本プロジェクトでもそ

の影響を考慮しながら進めることが必須であるが、そのような現時事情に詳しく、かつ、

ある程度の IT知識を併せ持つ日本人調整員を確保することは非常に難しい。 

（2）同国においては、演習中心の IT 教育に関する経験を持つ人材は少ないものの、IT そ

のものの知識を持つ人材は比較的多く、日本式の IT 教育体系を提示すれば、それを理解

し、生徒の成績評価方法も含めて現地化しうる人材が確保可能である。 

よって、上記 2 つの理由から、日本人調整員や専門家よりは、むしろ適切なローカル

コンサルタントに日本人専門家と同様の責任と権限を与えてプロジェクトを実施する方

が妥当といえる。また、教材ローカライズ作業など、常勤ローカルコンサルタントだけ

でカバーできない作業が生じることも予想されることから、必要に応じて、非常勤ロー

カルコンサルタントの雇用や、現地の会社・人材に対する業務発注を行い得る体制も必

要となる。 

 

○ 現地国内研修 

今時調査で、RS 側教員からヒヤリングした結果によれば、彼らは次のような研修が必要

であると考えている。 

（1）教授法に関する研修：パイロット用 IT カリキュラムと教材を理解し効果的に授業を

行うスキルを身につけるもの 

（2）情報技術に関する研修：授業で用いる IT 機器やネットワークの維持管理、オンライ

ンテスト用のツール、マルチメディアツールなどを、授業に応用するためのスキルを身

につけるもの 

これらの研修により、教員のスキルとモチベーションを向上させることが出来、かつ、

異なったエンティティの教員を同時にセミナーに参加させることができれば、民族融和へ

の一助ともなるため、積極的に機会を設けるべきである。ただし、対象が教員である以上、

長期間の研修は難しいため、実現方法としては、ローカルコンサルタントが中心となり、

必要であれば講師を短期間雇用して、数日程度のセミナー形式で開催することが望ましい。 

 

○機材供与 

パイロット校での授業実施のため、必要最低限の PC、ネットワーク機器、スキャナー、

カラープリンター、デジタルカメラといった機器が必要となる。本調査で訪問したパイロ

ット校（RS側 6校、連邦側 2校）に必要と思われる機材リストを添付資料 3に挙げる。2008

年度に供与が必要な機材は、ローカルコンサルタントからの情報を元に、5月初旬までに確
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定し、9月の新学期開始に間に合わせるよう配慮する必要がある。 

なお、連邦教育省によれば、早急に各カントンのパイロット校（合計 9 校）を選定する

ということであるが、その場合、ローカルコンサルタントを各校に派遣して、必要機材を

調査する必要がある。 

 

○本邦研修 

意識の高い各エンティティの教員に対し、 

（1）日本の高等学校における IT 教育のコンセプトと、今後の方向性 

（2）本邦における情報 A,B,C の実際の授業の見学と、日本の IT教員との意見交換 

（3）日本式授業実施にあたり、有効な補助教材を作成するワークショップといった内容の

研修が有効であると考えられる。なお、時期は、学校の成績処理が終わり、夏休みに入

る 6月第 4週目以降が適当である。 

 

○ その他 

（1）英訳版教員用教科書の提供：日本の教員用教科書は副教材や、先生用の予習内容が含

まれており、英訳版を提供することで、スムーズなパイロット授業の実施に貢献できる

と考えられる。なお、今次調査に並行して行われた RS 側 IT 教員向けセミナーでも、教

員用教科書翻訳に対する強い希望が表明されたことから、現地側の需要は確実にあると

考えて良い。 

 

（2）パイロット校向け生徒用教科書：生徒用教科書に関しては、生徒一人に一冊必要であ

るが、まだ公式カリキュラムとして認定されていないため、印刷会社経由で大量に印刷

することは難しい。よってパイロット中はプロジェクト負担で、必要部数の同教科書を

印刷・配布する必要がある。なお、モスタルギムナジウムの成果物である情報 A の教科

書は、白黒印刷で、一部内容が判別しにくいところがあった。本プロジェクトでは、こ

の反省を踏まえ、カラー印刷の教科書提供を考えるべきである。なお、BiH 国内でのカラ

ー印刷は非常に高価であるという情報もあることから、セルビア国内で印刷するなど、

何らかの対策が必要である可能性もある。 

 

3-6． 外部条件 

（1）BiH 国の教育統合にかかわる政策が持続される。 

（2）RS 内で排他的な政治運動が展開されない。 

（3）クロアチア人社会の反・同化運動が拡大しない。 

（4）パイロットプロジェクトを実施した教員が離職しない。 

 

3-7． 協力実施上の留意点 

3-7-1． IT 教育に関する留意点 

○ エンティティ毎の IT 授業時間数の差異： 

各エンティティの ITカリキュラム時間数と日本式カリキュラムの時間数は次のようにな

る。 
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（1）RS 側カリキュラム：1年生から 4年生まで週 2コマの必修科目 

（2）クロアチア側カリキュラム：1 年生のみ週 2 コマの必修科目。その後は 4 年生まで週

2コマの選択科目。 

（3）ムスリム側カリキュラム：1 年生から 3 年生まで週 1 コマの必修科目。その後は選択

科目。 

（4）日本式カリキュラム：情報 A,B,C とも週 2 コマで実施。卒業までに最低一つを選択。

（実際は、A,B,C のうち 2つ実施している高校が多い。） 

よって、RS 側、クロアチア側は、比較的スムーズに日本式カリキュラムを受け入れられ

る状況にあるが、ムスリム側は現行カリキュラム時間数の変更が必要となる。 

 

○日本式 IT カリキュラムへの抵抗感 

旧ソビエト圏の学校ではよく見られる例であるが、経験のある教員は「教員は教える立

場にあり、生徒は教えられたことを忠実に再現できることが求められる」という考え方を

もっている。IT 科目に関しては、これがコンピュータの歴史の暗記、コンピュータの動作

原理の学習、オフィスアプリケーションの全機能の操作方法習得といった講義形態になっ

て現れる。これまでの FBIH,RS で行われていた IT教育はこのような形式の物である。 

一方、日本式の IT 教科は、教員は一種のコーディネーターのような役割を果たし、「生

徒が自分で考え、課題を解決するための手段として ITを活用出来るようにすること」を主

眼としている。 

今回の調査と同時期に、バニャルカギムナジウムで行われた IT教員向けセミナーのディ

スカッションを見た限りでは、若い教員は日本式 IT 科目のコンセプトを歓迎しているもの

の、経験のある教員は従来と違う考え方や、今まで作成した副教材が使いにくくなること

などもあり、多少抵抗感を持っているようであった。IT 教員の殆どは若い世代なので、日

本式コンセプトが受け入れられると考えて良いが、本邦研修員を通じて、積極的に日本の

IT 教育事例紹介セミナーなどを行ったり、教員用教科書を提供して、新たな副教材を作成

する負担を少なくするなど、経験のある教員の抵抗感を少なくしていく工夫が必要である。 

 

○パイロット校の最低負担事項 

パイロット校には、次のような最低限の負担を求めるものとする。①最低一名の常勤 IT

教員 ②専用の IT教室 ③IT 教室に必要な電源の確保 ④PC などを設置する机 ⑤

Internet 敷設費および接続料金。 ただし、⑤に関しては、現時点で財政的に負担が難し

い学校に対しては、JICA がプロジェクト期間中に限りある程度負担（例：初年度 100%、次

年度 50%）し、プロジェクト終了までに先方が財務的措置を整えるような取り決めを交わす

ことも考慮に入れる。 

 

○機材調達方法  

BiH 国ではメーカー品の PC は一般的でなく、現地で組み立てた、いわゆるアセンブル PC

が主流であり、現在各学校が所有しているのもこのタイプの PC である。何人かの現地 IT

教員によれば、これら PC は、初期不良が多く、近隣の PC ショップで購入しなければ、保

障期間中であっても修理サービスを受けることが困難とのことであった。一方、機材供与
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が必要なパイロット校は BiH 全土に及んでいることから、機材調達は地域ごとにに分割し、

なるべく供与する学校に近い業者から調達するなどの工夫が必要と考えられる。 

 

○供与機材の保証期間 

供与するハードウェアに関しては、追加費用を支払ってでも、プロジェクト期間中は延

長保証が続くような購入契約にすべきである。 

 

3-7-2. その他留意点 

○パイロット成功後のカリキュラム公式化プロセス 

連邦側では、未だに新たな教科書が公式に認定された例はなく（既に各カントンで使わ

れている教科書を追認しているのみ）、連邦レベルで、教科書公式化の仕組み作りを進めて

いる段階である。よって、今後教科書のパイロット教科書を連邦側でどのように公式なも

のにするかについては、鋭意情報を収集して対応する必要がある。RS 共和国側では、教育

省が一つであることから、パイロット校での授業が成功すれば比較的スムーズに公式化が

進むと考えられるが、これまで主にセルビアから輸入した教科書を使うことが慣行になっ

ていたことから、本プロジェクトで作成する日本式カリキュラムの公式化がスムーズにい

くかどうかは、注視する必要がある。 

 



 

 15

第 4 章 プロジェクトの実施妥当性 

4-1．妥当性 

この案件は以下の理由から妥当性が高いと判断できる。 

 

BiH では紛争終結後、構成 3民族が各々の教育カリキュラムに従い、民族主義的な教育を

継続してきた。こうした排他的な姿勢が他民族に対する憎悪を掻き立てることを懸念する

国際社会は 2002 年より教育改革に着手し、欧州安全保障協力機構（OSCE）がリード・エー

ジェンシーとなり、教育の統合を進めている。しかし、JICA が 2005 年 9 月より実施してき

た「モスタル IT 教育近代化プロジェクト」以外に、統合を成功させた例は他になく、同プ

ロジェクトの面的拡大・質的深化に対する期待は、BiH 両エンティティ政府ばかりでなく、

上級代表事務所（OHR）や OSCE 等、同国の開発援助を主導する国際機関でも極めて高い。 

BiH における教育改革の唯一の成功例として進められてきたモスタル高校での先行プロ

ジェクトにおいて、教科として IT教育が選ばれた理由は①民族間で内容についての意見対

立が少ない、②技術立国としての日本の比較優位がある分野である、③学生ばかりでなく、

教育関係者や父兄からの期待が高い、等の理由からであったが、同教科統合を進めるニー

ズはさらに増しており、妥当性は非常に高い 

今次プロジェクトにおいて、対象地域がネレトバ県から連邦の全 10県及びスルプスカ共

和国にまで拡大し、実質的に BiH 全土をカバーすることになっている。こうした面的拡大

は、先行プロジェクトが停滞する教育統合に風穴を開け、教育改革全体の触媒として機能

しつつあることから初めて可能となったのであり、国際社会が掲げる統合の理念に鑑みれ

ば、極めて理想的な展開であると判断できる。 

 

4-2．有効性 

この案件は以下の理由から有効性が見込める。 

 

本件プロジェクトが目標達成のメルクマールとして設定しているのは、構成 3 民族の各

教育研究所が、わが国の教育カリキュラムをベースにして、協働で統合カリキュラムを策

定することを通じ、民族間の合意に基づく decision-making が可能となるようなシステム

を構築することである。このプロセスには明確なワークプラン、ローカルコンサルタント

によるモニタリングの方向論も組み込まれており、目標設定は明確かつ有効になされてい

ると判断できる。 

同時に、連邦側で計 12 校、RS で 6 校をパイロット校に指定し、現場教師のキャパシティ

ー・ビルディング、統合カリキュラムの普及を組み込むことにより、教育研究所の協働作

業を通じた「上からの統合」、現場からの「下からの統合」を同時に実現でき、有効なプロ

ジェクト実施につながる蓋然性が極めて高いものと期待される。 

 

4-3．効率性 

この案件は以下の理由から効率的な実施が見込める。 
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先行プロジェクトを主導した有能なローカルコンサルタントが既に確保されている。同

コンサルタントはこれまでの活動を通じて、教科書の現地化に関わるノウハウを熟知して

いるばかりでなく、両エンティティ・連邦各県の教育相を含む教育関係者との人的ネット

ワークも構築しており、極めて効率的な活動が期待できる。 

今次のプロジェクトにおいて、連邦全県・両エンティティへの拡大が実現することによ

り、パイロットプロジェクトの成果が確認された段階で、将来的には BiH 全土約 280 校の

高等学校への普及も可能となり、費用対効果の面でも優れた案件となる。 

 

4-4．インパクト 

この案件のインパクトは以下のように予測できる。 

 

上位目標である「共通の IT カリキュラムに関する意思決定、内容のアップデートを行う

システムが BiH において適用される」は、協働で策定したカリキュラムが両エンティティ

及び連邦各県の教育省によって正式承認されるプロセスの中で達成され、定着する見通し

である。 

本案件開始時期に合わせて、BiH では中央政府レベルにおいて、全教育課題のスタンダー

ド化を進める教育庁の設置プロセスが進められることになっており、こうした国際社会及

び BiH の試みが、本案件の上位目標を達する上で、正の影響を与えるものと思料される。 

他方、負の影響として懸念されるのは、市町村議会選挙（2008 年 11 月実施予定）に伴う

扇情的な民族主義的キャンペーンの展開であるが、これまでクロアチア民族の民族意識の

高揚に訴え、教育統合を阻害する最大の原因となっていた「クロアチア民主同盟 BiH（HDZ・

BiH）」が分裂し、分裂後の 2 党が現実路線を取り始めていること等から、案件の進捗に影

響するほどの妨害を想定する必要は生じないと思料される。 

 

4-5．自立発展性 

以下の通り、本案件の効果は、相手国政府によりプロジェクト終了後も継続するものと

見込まれる。 

 

4-5-1．政策・制度面 

教育統合は、EU 加盟の前提条件である「安定化・連合協定」締結のための前提条件であ

り、2007 年 12 月に同協定締結交渉が始まったばかりの BiH としては、中央政府レベルの政

策面で、教育統合に逆行する方針を打ち出す可能性が低い。前述したように、中央レベル

の教育庁設置プロセスも進んでおり、同庁設置のための法律も 2007 年 9月に採択されてい

る。エンティティ・レベルでも、分権化したシステムをエンティティ・レベルに統合する

動きが 2007 年から活発化しており、連邦 10 県のうち 6 県は、既にカリキュラム選定に関

する権限を移譲する意向を表明している等、意識改革も進みつつあると見られる。 

 

4-5-2．財政面 

財政面では、OHR が 2008 年半ばに BiH からの撤退する可能性に言及しており、BiH 国家

の「正常化」が見込まれているが、教育分野においては、今回のミッションに対して OSCE
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が「OHR 撤退後も BiH に残留して支援を継続する」意向を示しているほか、安定化・連合プ

ロセスのなかで、EU の支援が期待されており、財政的理由から BiH が教育統合プロセスを

放棄する蓋然性は極めて低い。 

 

4-5-3．社会・文化面 

統合を阻害する要因として最も懸念されるのは、「民族意識」であり、特にクロアチア人

は累次、明示的に統合反対の意向を表明してきた。しかしながら、先行プロジェトにおい

て明らかになったように、学生や父兄の間では、民族意識より実利のある教育内容の向上

を重視する傾向が強まっており、国家の安定とともに社会・文化面からの統合に着手し易

くなっているものと思料される。 

 

4-6. 結論 

 以上のとおり、適切な妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性が確認された。 

 今後の措置及び懸案として、特に以下の事項が挙げられる。留意・懸案事項について第 3

章、3-7 を参照。 

 

（1） プロジェクト開始にかかる留意事項 

○ 機材の調達可能性調査 

本プロジェクトで使用が予定されている機材については、BiH 側より必要な機材のリスト

と調達可能性の調査結果が提出される予定である。その後当該リストの検証を行い、これ

らを終えて機材調達詳細を検討、調達作業を進めていくこととなる。 

 

（2） プロジェクト開始後の留意事項 

○ 「モスタル高校 IT教育近代化」案件の成果と教訓の活用 

 より効果的・効率的な活動が可能となるよう、モスタル高校で実施した「モスタル高校

IT 教育近代化」案件の成果、教訓、関係者との連携関係を活用することが重要である。 

 

○ 機材の適切な維持管理 

機材の適切な運用・維持管理が本プロジェクトの円滑な運営、インパクトの発現のため

には必要不可欠である。 
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JICA provision of equipment Unit price ($) Total
Server PC 2 $1,500.00 $3,000.00
LAP Top 2 $1,100.00 $2,200.00
Overhead Projector 2 $1,000.00 $2,000.00
Student PC 22 $1,000.00 $22,000.00
Color Printer&Scanner 2 $300.00 $600.00
Digital Camera 4 $250.00 $1,000.00
LAN devices (Hub&cable) 1 $250.00 $250.00
Laser printer 2 $400.00 $800.00

$31,850.00  
 

Secondary school 2 (Mostar  Moslem)

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 3
2nd grade 3
3rd grade 3
4th grade 3

Shift?
Number of Students/class From 25 to 32

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime 1
(May recruit new teacher to replace the
current teacher.)

Part-time
Number of PCs for students

None
There are some old desktop PCs in the
warehouse but no PC rooms to install them.

Number of IT lessons per week
1st grade 2
2nd grade
3rd grade 1
4th grade 1

Number of PC rooms 0
Number of students per IT class Almost no practice.
Number of students per PC
PC room renovation required?
Internet connection (Bandwidth)

JICA provision of equipment
Server PC 1
LAP Top 1
Overhead Projector 1
Student PC 16
Color Printer&Scanner 1
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 1
Laser printer 1

Comment
This school are supposed to move to new building by September 2008.  



添付資料 3.必要機材リスト 
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GRGE MARTICA (Mostar Croats)

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 4
2nd grade 5
3rd grade 4
4th grade 5

Shift?
Number of Students/class From 25 to 28

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime
Part-time 1 Vladimir Sarovic

Number of PCs for students
P4 2GHz 256ram &
1.8G 128M

4

Celeron 1.4GHz 512M
RAM  & 1.3GHz 256M
RAM

9

Celeron 900MHz 6 Need to replace

Number of IT lessons per week
1st grade 2

2nd grade 2
Optional (Approximately, 17-20% students
choose IT.)

3rd grade 2
Optional (Approximately, 17-20% students
choose IT.)

4th grade 2
Optional (Approximately, 17-20% students
choose IT.)

Number of PC rooms
Number of students per IT class
Number of students per PC From 1 to 2
PC room renovation required? N
Internet connection (Bandwidth) ISDN 256M(?)

JICA provision of equipment
Server PC 1
LAP Top 1
Overhead Projector 1
Student PC 6
Color Printer&Scanner 1
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 0
Laser printer 1

Comment
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JICA provision of equipment Unit price ($) Total
Server PC 5 $1,500.00 $7,500.00
LAP Top 3 $1,100.00 $3,300.00
Overhead Projector 7 $1,000.00 $7,000.00
Student PC 50 $1,000.00 $50,000.00
Color Printer&Scanner 7 $300.00 $2,100.00
Digital Camera 12 $250.00 $3,000.00
LAN devices (Hub&cable) 0 $250.00 $0.00
Laser printer 4 $400.00 $1,600.00

$74,500.00  

Banjaluka

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 10
2nd grade 10
3rd grade 10
4th grade 10

Shift? Y
Number of Students/class From 24 to 32

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime 4 Eugenija; Jelyko;Dusko;Oliuke
Part-time 0

Number of PCs for students
P4 256M 8
AMD Duron 1Ghz 128M 10 Need to replace. Extremely low performance.
P3 5

Number of IT lessons per week
1st grade 2
2nd grade 2
3rd grade 2
4th grade 2

Number of PC rooms 2
Number of students per IT class From 24 to 32
Number of students per PC From 3 to 4
PC room renovation required? N
Internet connection (Bandwidth) ADSL 1Gbps

JICA provision of equipment
Server PC 1
LAP Top 0
Overhead Projector 2
Student PC 14
Color Printer&Scanner 2
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 0
Laser printer 0

Comment
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Prijedor

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 4
2nd grade 4
3rd grade 5
4th grade 5

Shift? y
Number of Students/class From 24 to 32

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime Name:
Part-time 3 Math + IT

Number of PCs for students
AMD Semprom3000+
1.8M 448M

18 1 year old.

Pentium I 5 For student activities?

Number of IT lessons per week
1st grade 2
2nd grade 2
3rd grade 2
4th grade 2

Number of PC rooms 1
Number of students per IT class From 24 to 32
Number of students per PC From 3 to 4
PC room renovation required? N
Internet connection (Bandwidth) ADSL 256M

JICA provision of equipment
Server PC 1
LAP Top 0
Overhead Projector 1
Student PC 0
Color Printer&Scanner 1
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 0
Laser printer 1

Comment

The school principal is a Bosniac. (There are about 10% Bosniac students in the school.)  If the number of
students increases, another IT room could be established.
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Novi Grad

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 3
2nd grade 3
3rd grade 4
4th grade 3

Shift? y
Number of Students/class From 24 to 32

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime 1 PETIC Aleksandar
Part-time

Number of PCs for students
Pentium I 4 Need to replace
Pentium II 7 Need to replace
Pentium III 2 Need to replace
Semprom 3200+ 1.8G
1G ram

1 Teacher's PC.

Number of IT lessons per week
1st grade 2
2nd grade 2
3rd grade 2
4th grade 2

Number of PC rooms 1
Number of students per IT class From 24 to 32
Number of students per PC From 3 to 4
PC room renovation required? N
Internet connection (Bandwidth) ADSL 384Mbps

JICA provision of equipment
Server PC 1
LAP Top 0
Overhead Projector 1
Student PC 13
Color Printer&Scanner 1
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 0
Laser printer 1

Comment
The IT teacher has enough skills to draw a school network topology.  
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Dobj

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 4
2nd grade 4
3rd grade 4
4th grade 5

Shift? Y
Number of Students/class From 24 to 32

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime 2 MLADEN Stevanovic; KAMENKO Duronjic
Part-time

Number of PCs for students
Celeron 2.5Ghz 256M 10
Celeron 1.2 GHz 128M 6 Replace (If possible)

Number of IT lessons per week
1st grade 2
2nd grade 2
3rd grade 2
4th grade 2

Number of PC rooms 1
Number of students per IT class From 24 to 32
Number of students per PC From 3 to 4
PC room renovation required? Y Not enough electronic capacity.
Internet connection (Bandwidth) None

JICA provision of equipment
Server PC 1
LAP Top 1
Overhead Projector 1
Student PC 6
Color Printer&Scanner 1
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 0
Laser printer 0

Comment
Need a financial assistance for installing Internet.  
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Bijelina

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 8
2nd grade 8
3rd grade 7
4th grade 7

Shift? y
Number of Students/class From 24 to 32

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime 1 ZEYOKO Peric

Part-time 3
OLIVERA Stevanovic; SNJEZANA Jovic;
TATJANA Neskovic Duric

Number of PCs for students
Celeron 2.4 GHz
256M ram

15

Number of IT lessons per week
1st grade 2
2nd grade 2
3rd grade 2
4th grade 2

Number of PC rooms 1
Number of students per IT class From 24 to 32
Number of students per PC From 3 to 4
PC room renovation required? N
Internet connection (Bandwidth) ADSL ??

JICA provision of equipment
Server PC 1
LAP Top 1
Overhead Projector 1
Student PC 2
Color Printer&Scanner 1
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 0
Laser printer 1

Comment
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Trebije

Category Item Sub item Data Comments
General Information

Number of classes 
1st grade 4
2nd grade 4
3rd grade 4
4th grade 4

Shift? Y
Number of Students/class From 24 to 32

IT education related Information
Number of IT teachers

Fulltime 1 GORECLANA Skivan
Part-time 2 PRECLRAG Milosevic; DANJELA Soskic

Number of PCs for students
P4 1.8Ghz 256M ram
(Compaq)

9
Donated by USAID. These PCs are originally
for students activities.

Celeron 1.3G 128M
ram (IBM)

4
These PCs are originally for students
activities.

Compaq 2003 Server 1

Number of IT lessons per week
1st grade 2
2nd grade 2
3rd grade 2
4th grade 2

Number of PC rooms
Number of students per IT class From 24 to 32
Number of students per PC From 3 to 4
PC room renovation required?
Internet connection (Bandwidth)

JICA provision of equipment
Server PC 0
LAP Top 1
Overhead Projector 1
Student PC 15
Color Printer&Scanner 1
Digital Camera 2
LAN devices (Hub&cable) 0
Laser printer 1

Comment
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